
「高気圧酸素治療装置稼働制限」報告のお願い 

日本高気圧環境・潜水医学会（以下、当学会）では現在、第 2種高気圧酸素治療装置（以下、

第 2種装置）を対象に定期点検による治療停止情報の報告をお願いしています。報告内容は

当学会ホームページで公開し、地域連携の一助となっています。 

2020 年からの新型コロナ感染症の流行に伴い、定期点検以外の理由で治療停止・治療制限

となる装置が増えています。「with コロナ」下での潜水再開に向けての準備（2020 年 5 月

28 日）で、潜水事業者には「潜水事故時の患者受け入れ可否状況を確認する」ことが求め

られていますが、現状は直接医療機関へ問い合わせる以外に確認する方法がありません。次

に、第 2 種装置は地域偏在があり、第 1 種装置が減圧障害を含む救急疾患対応している地

域もあります。以上、装置稼働状況について、より詳細な情報共有が求められています。 

そのため、広報委員会では今回、報告を求める装置の範囲、内容を拡大しました。ご理解、

ご協力をお願いいたします。 

報告対象装置 

第 2 種装置及び減圧障害対応している第 1種装置 

報告対象 

1. 定期点検により治療停止となった場合

2. 新型コロナ感染症対応を含む定期点検以外の理由で治療停止または制限下治療実施

となった場合※

※ 具体例 

＃1 緊急事態宣言（新型コロナ感染症）中は院内紹介入院患者以外受け入れ停止 

＃2 新型コロナ感染症専門病院となったため、治療停止 

＃3 介助者の入室制限中にて、全身状態不良の患者の受け入れ不可 

＃4 装置更新に伴い治療停止中 

報告は当学会ホームページ「インフォメーション」内専用フォームからお願いします。 

報告内容は当学会ホームページで公開いたします。 
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